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町田市公共施設再編計画（素案）について 

市民説明会・意見募集の結果速報 

 

 1．市民説明会  

〔実施概要〕 

 実施期間 

2018 年 3月 22日（木）～3月 27日（火） 

 周知方法 ※申込不要 

 町田市公共施設マネジメント情報紙(ぷらっと) 

 町田市ホームページ  

 町内会にてチラシを回覧・ホームページへの掲載 

 各公共施設でのポスター掲示 

 開催場所  町田市内 10 カ所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 内容 

 説明 1 時間（町田市の状況、再編にあたっての考え方、施設機能毎の方向性と取り      

組み） 

 質疑応答 1 時間 

 

 

 

 

 

 

資料 1 

参加合計 130名 
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〔結果〕 

 参加者  計 130 名 

 ご意見例（質問・意見 151件）  

【複合化について】 

・複合化の施設は、多くの世代の人が集まり

やすいものにしてほしい。地域住民の意見

を聞いて、高齢者が立ち寄れるような施設

がよいと思う。 

・複合化・多機能化によって従来のサービス

が低下してしまうことはないか。 

・ポプリは図書館、喫茶、ホール、集会場、フ

リーなスペースなどがあって使いやすい。

複合化のイメージがポプリのようなもので

あるといい。 

・地域で交流できる機会があるといろいろな

世代の方にいい影響があると思うので、学

校の複合化は是非進めて欲しい。 

【集約について】 

・高齢者は特に、近くに施設があるから利用

できるので、集約して今あるものがどこか

に行ってしまうのは困る。 

【市役所内での連携について】 

・具体的な話は庁内で担当部署とすり合わせ

しているのか。 

【まちのビジョンについて】 

・どういうまちをつくりたいのかというビジ

ョンがない。 

・町田市のまちづくりのコンセプトを見せて

欲しい。 

【施設について】 

・施設をつくったとしても既得権化している。

そうならないような仕組みや工夫が大事。 

【地域について】 

・性急に事を進めず、地域の話をもっと聞い

てほしい。地域を歩いてほしい。 

・以前より学校は防犯が厳しく地域から離れ

てしまっている。地域と交流できるような

ものにして欲しい。 

・小山、相原については、他市との相互利用が

重要。図書館利用など。 

・施設毎の検討だけではなく、地域の実情を

踏まえた検討が必要だ。 

【提案・意見】 

・高齢者が一人で住んでいる家を市の方で借

り上げて、他の高齢者も集まれるような場

所にはできないか。 

・ランニングコストを下げるためには、床面

積を減らさざるを得ない。利用状況に応じ

て、統廃合は仕方ないと思う。 

・薬師池のゲートハウスやサッカー場の整備

など財源が厳しいと言いつつ、お金をかけ

たりするなど、お金の使い方に疑問がある。

市民が住みやすくなる街づくりに投資すべ

き。 

・交通のことも考えて、再編を考えて欲しい。

歩いて行けるところでないと高齢者は利用

できない。 

・税収減少が見込まれるのであれば、稼ぐと

いうことも考えてほしい。ポプリホールの

命名権なども良い例であり、公共施設の収

益化やスポンサーの検討や、指定管理者の

運営の方が効率的なのではないか。 

・財政に余裕があれば理解できるが、余裕が

ないというのに工芸美術館を造るというの

は理解できない。 
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 2．ご意見募集  

〔実施概要〕 

 募集期間  

2018 年 3月 20日（火）～2018 年 4月 20日（金） 

 配布物 

「町田市公共施設再編計画（素案）について」 

 閲覧資料 

 町田市公共施設再編計画（概要） 

 施設機能毎の今後の方向性と短期再編プログラム等（案）詳細版 

 施設機能毎の実態・課題 

 町田市の地域状況資料 

 公表方法 

 町田市公共施設マネジメント情報紙（ぷらっと） 

 町田市ホームページ 

 市役所、各市民センター、各市立図書館等で資料の閲覧、配布 

 意見の提出方法  

各施設窓口  FAX  E メール（様式任意） 

〔結果〕 

 ご意見を頂いた人数  48名 

 ご意見内容別の件数 125 件※集計の分類変更により件数が変わる可能性があります。 

 結果公表（ホームページ） 

 ご意見例 

【合意形成について】 

・複合化する事のメリット・デメリットがあ

るので、きちんとデメリットについても話

し合って欲しい。 

【市民との対話について】 

・コンセプトありきではなく、対話をしなが

ら、お互いができるだけ納得できるところ

まで話をすることが重要。地域に住む多く

の人と話をして欲しい。 

【個別施設について】 

・博物館の建物は町田市の貴重な財産。長寿

命化とリフォームで縄文資料を展示しつつ

も、市民が自由に出入りできる多目的なホ

ールとして再生させるべき。 

・文学館は現在地に存続させて、内部を改装

して利用したい。文学館と名付ける限り、

地域特性を加味した図書を集中管理・展示

してほしい。 

・図書館の再編には大反対。むしろ増やして

ほしい施設で、再編等の対象からは外すべ

き。 

【提案・意見】 

・鶴川図書館の存続が議論されているが、周

辺にある国士舘大学等の図書館を利用でき

ることを、周知促進すれば解決するのでは。 

・民間活力の導入と銘打っているが、民間業

者に丸投げしていくということではないか。 

・ニーズのない無駄な施設が多すぎ廃止・統
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合化を果敢に進めてもらいたいと思う。 

【大規模投資について】 

・2022 年オープン計画の国際工芸美術館の建

設計画は本再編計画に反するものと考える。

新設を凍結することが第一に行うべき。 

・公共施設再編計画では、人口減少や高齢化

を理由にいろいろな施設を廃止したり統合

したりする方向のようだが、その一方無駄

な事業に多額の税金を投入する計画が目白

押し。 

・野津田公園の再開発もスポーツ施設や様々

な施設を７０億ものお金をかけて自然をこ

わし工事をするというのは矛盾している。 

【現状を維持して欲しい】 

・現行の規模、利用要件を維持して欲しい。 

【増やして欲しい】 

・図書館集会施設など歩いていけるところに、

もっともっと作ってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 ご意見概要 件数 割合

① もっと具体的な内容を示して欲しい。そのうえで市民の意見を聞いて欲しい。 3 2.4%

②
もっと多くの市民（利用者・地域住民、多様な立ち場の人）の声を聞く機会を設
けるべき（時間・回数・機会・手段を増やす）

2 1.6%

③
市の実施している取り組みや考え方、財政情報等についてきちんと説明責任を
果たすべき、より積極的に説明や情報発信をすべき

2 1.6%

④ 再編にあたっての基本的な考え方や市の取り組みに疑問がある。 4 3.2%

⑤
コストのかけ方について、もっと見直すべき点（職員の人件費、ムダ）やバランスのと
り方があるのでは。
一部のものに過剰に投資している（陸上競技場、スポーツ）

12 9.6%

⑥
単なる数値（利用率・稼働率）や現状だけから方向性を導くのではなくその他
（経緯・必然性・特殊性etc）の要素をよく検討して欲しい

2 1.6%

⑦ 具体の事業のあり方やコストの見直しの必要性 8 6.4%

⑧ 施設の整備や改修・改善の要望 6 4.8%

⑨ 多機能化・複合化、多世代利用に対する肯定 4 3.2%

⑩ 多機能化・複合化、多世代利用に対する否定 1 0.8%

⑪ 集約に対する肯定 2 1.6%

⑫ 集約に対する否定 5 4.0%

⑬ （集約した複合拠点ではなく）小規模でも地域に分散した施設が良い。 2 1.6%

⑭
民間活用（市民含む）や民間事業者からのアイデア募集等を積極的に進めるべ
き。

4 3.2%

⑮
民間活力の導入については、その目的や対象、影響等を踏まえて慎重に検討
すべき。

5 4.0%

⑯ 地域性（の違い）を重視して欲しい 2 1.6%

⑰ 再編と並行して交通手段や駐車場の充実・確保が必要である 2 1.6%

⑱ 施設に対する具体的提案 16 12.8%

⑲ 施設利用に対する要望 5 4.0%

⑳ 再編に対する肯定 2 1.6%

㉑ 再編に対する否定 2 1.6%

㉒ 合意形成に関する方法について 3 2.4%

㉓ 市民との対話を大切にする 1 0.8%

㉔ 個別施設の存続についてのご意見 10 8.0%

㉕ 現状より増やして欲しい 2 1.6%

㉖ 現状のまま維持して欲しい 3 2.4%

㉗ 今の計画も見直すべき 2 1.6%

㉘ その他市政に対する要望 13 10.4%

計 125 100.0%

＜ご意見の内容による分類＞ 
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分類 施設機能 件数 割合

A 庁舎・窓口施設等 3 3.7%

B 集会施設 6 7.4%

C 図書館 20 24.7%

D 学校 9 11.1%

E 保育園・児童発達支援センター 0 0.0%

F 学童保育クラブ 0 0.0%

G 子どもセンター・子どもクラブ 2 2.5%

H 高齢者福祉施設 6 7.4%

I 障がい福祉施設 1 1.2%

J 生涯学習施設 4 4.9%

K 保健施設 1 1.2%

L 文化ホール施設 3 3.7%

M 美術館・博物館等 14 17.3%

N スポーツ施設 6 7.4%

O 防災施設 3 3.7%

P その他集会施設 0 0.0%

Q その他教育施設 0 0.0%

R その他高齢者施設 0 0.0%

S その他展示施設 0 0.0%

T 市営住宅 0 0.0%

U 医療施設 0 0.0%

V レクリエーション・観光施設 3 3.7%

W 産業系施設 0 0.0%

X 供給処理施設 0 0.0%

Y 下水道施設 0 0.0%

Z 駐車場・自転車等駐車場 0 0.0%

計 81 100.0%

＜施設機能による分類＞ 


